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自
分
の
「
よ
う
そ
ろ
」
が
掲
載
さ
れ
る
拓
水
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ

に
は
イ
カ
ナ
ゴ
漁
も
解
禁
に
な
り
少
し
は
春
め
い
て
き
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。今
年
の
冬
は
、例
年
に
比
べ
寒
さ
が
厳
し
い
よ
う
に
思
え
、

い
つ
も
は
穿
か
な
い
パ
ッ
チ
も
フ
ル
稼
働
で
あ
る
。

　

こ
の
業
界
に
は
多
く
の
強
者
が
お
り
、
凍
て
つ
く
冬
の
海
に
出
漁

し
て
い
く
屈
強
な
漁
師
た
ち
に
言
わ
せ
れ
ば
軟
弱
者
と
笑
わ
れ
る
が
、

自
分
は
寒
さ
に
は
め
っ
ぽ
う
弱
く
、寒
さ
が
邪
魔
を
し
て
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
く
な
り
、出
不
精
（
デ

ブ
性
）
に
な
る
。
歳
と
体
重
ば
か
り
が
増
え
る
が
今
年
は
数
え
で
43
歳
を
迎
え
る
。
そ
う
、
後
厄
な

の
で
あ
る
。
昨
年
は
き
ち
ん
と
厄
を
落
と
し
平
穏
無
事
に
１
年
を
終
え
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
厄
年

の
由
来
や
起
源
は
平
安
時
代
の
陰
陽
道
の
考
え
に
基
づ
い
て
始
ま
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
の
当
時
の

平
均
寿
命
は
現
在
よ
り
う
ん
と
短
い
が
、
厄
年
を
迎
え
る
頃
に
体
調
の
変
化
や
体
力
の
衰
え
を
感
じ

始
め
、
厄
払
い
は
病
気
や
災
難
に
対
す
る
備
え
的
な
気
持
ち
の
準
備
で
あ
り
、
先
人
達
の
経
験
則
に

基
づ
く
風
習
・
慣
習
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
の
周
り
で
は
、
1
月
の
中
旬
に
厄
神
さ
ん
へ
厄
除
け

参
り
に
出
向
く
人
が
多
い
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
三
重
の
松
阪
市
に
は
日
本
最
初
の
厄
除
観
音
が
祀
ら

れ
る
「
岡
寺
山
継
松
寺
」
が
あ
り
、
毎
年
3
月
の
最
初
の
午
の
日
に
初
午
大
祭
と
言
う
厄
除
祭
が
行

わ
れ
、「
厄
を
は
じ
き
さ
る
」
と
い
う
縁
起
玩
具
の
さ
る
は
じ
き
が
売
ら
れ
、
厄
年
の
女
性
達
が
艶

や
か
な
着
物
姿
で
参
加
す
る
「
厄
ま
い
り
宝
恵
か
ご
道
中
行
列
」
が
催
さ
れ
る
。
き
も
の
の
袖
を
振

り
「
厄
を
払
い
」「
幸
せ
を
招
き
入
れ
る
」
と
言
う
い
わ
れ
の
あ
る
華
や
か
な
行
事
で
あ
り
、
そ
の

頃
に
は
少
し
は
暖
か
く
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
今
年
は
春
を
告
げ
る
魚
と
共
に
帰
省
し
、
田
舎
で

厄
払
い
を
し
よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
る
。

　

話
し
を
戻
し
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
海
苔
養
殖
は
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
。
手
軽
さ
か
ら
朝
食
に

は
ク
リ
ー
ム
や
チ
ョ
コ
な
ど
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
菓
子
パ
ン
を
食
べ
る
事
が
多
い
が
、
海
苔
の
栄
養

価
は
高
く
、
身
近
な
存
在
で
あ
り
地
産
地
消
を
実
践
し
、
朝
は
白
い
ご
飯
と
海
苔
、
さ
ら
に
は
チ
リ

メ
ン
な
ど
の
小
魚
を
食
べ
、
県
下
の
漁
業
者
が
生
産
し
た
、
ま
た
は
漁
獲
し
た
海
の
恵
を
体
内
に
取

り
入
れ
彼
ら
の
よ
う
に
逞
し
く
な
り
、
食
生
活
を
改
善
し
、
冬
の
寒
さ
と
後
厄
を
乗
り
越
え
て
行
こ

う
と
思
い
ま
す
。

表紙の言葉
「ＪＦ兵庫漁連 のり加工センター」（姫路市白浜町）

No.736   February. 2018

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

つ
ら
い
冬
、
春
よ
来
い

日
本
漁
船
保
険
組
合 

兵
庫
県
内
海
支
所 

損
害
審
査
部 

次
長　

井  

田　
　

覚

　ＪＦ兵庫漁連が建設を進めてきた「兵庫県のり加工セン
ター」が完成しました。
　場所は姫路市白浜町の妻鹿漁港、ＪＦ兵庫漁連水産加
工センターの隣です。
　本県ノリ養殖漁業の生産額は、平成28年度のり漁期で
167億円、全国2位の生産額を誇る本県における基幹漁業
です。
　当加工センターが、安心・安全な「兵庫ノリ」普及に向け、
消費者・生産者・組合のニーズに応える製品づくりの新た
な拠点となります。

	 ２	 ようそろ
	 ３	 瀬戸内海関係再生議員連盟総会
	 	 （一社）播磨漁友会臨時総会
	 ４	 第21回「山田記念賞」表彰式・祝賀会
	 ５	 ＪＦ兵庫漁連	のり加工場竣工
	 ６	 第42回	淡路のり品評会
	 ７	 第55回	淡路農林水産祭
	 	 南あわじ市水産祭り
	 ８	 里・海協同活動	～明石市	かいぼり～
	 	 大型船シミュレーター研修実施
	 ９	 平成30年度	兵庫県漁村子弟育英生募集
	 	 兵庫県姫路総合庁舎改修工事に伴う事務所仮移転のお知らせ
	 10	 非常投浮（簡易救助器具）説明会（但馬）
	 11	 海上保安本部交通部航行安全課からのお知らせ
	 13	 兵庫JCC通信
	 14	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
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瀬
戸
内
海
を
豊
か
な
海
と
す
る
た
め
、
平
成
27
年
10
月
に
「
瀬
戸
内
海

環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
瀬
戸
法
）」
が
改
正
施
行
さ
れ
て
２
年
が
過
ぎ
、

豊
か
な
海
に
向
け
て
関
係
者
の
取
組
状
況
を
伺
う
た
め
、
１
月
23
日
参
議

院
議
員
会
館
内
で
「
瀬
戸
内
海
関
係
再
生
議
員
連
盟 

総
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
末
松
信
介 

事
務
局
長
の
進
行
の
も
と
、
冒
頭
、
塩
崎
恭
久 

会
長
か
ら

「
美
し
い
海
と
同
時
に
豊
か
な
海
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
の
が
改
正
法
の

柱
で
あ
る
。
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
瀬
戸
内
を
再
生
で
き
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
、
中
川
雅
治 

環
境
大
臣
か
ら
の
来
賓

挨
拶
の
後
、
瀬
戸
内
海
関
係
漁
連
・
漁
協
連
絡
協
議
会
か
ら
塩
崎
会
長
へ

要
望
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
題
と
し
て
、
ま
ず
、
関
係
省
庁
（
環
境
省
・
水
産
庁
・
国
交
省
）
と

関
係
自
治
体
（
兵
庫
県
・
香
川
県
）
か
ら
取
組
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
長

谷
成
人 

水
産
庁
長
官
か
ら
は
、「
水
産
基
本
計
画
に
“
赤

潮
・
貧
酸
素
水
塊
対
策
に
加
え
、
栄
養
塩
の
管
理
に
関
す

る
検
討
、
漁
場
の
生
産
力
の
回
復
維
持
に
必
要
な
調
査
を

推
進
す
る
”
と
盛
り
込
ん
だ
。
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。」
と
発
言
、井
戸
敏
三 

兵
庫
県
知
事
は
「
海

の
窒
素
・
リ
ン
の
下
限
値
の
設
定
が
で
き
な
い
か
、
沿
岸

で
石
積
み
護
岸
等
の
環
境
配
慮
型
護
岸
の
整
備
推
進
を
進

め
ら
れ
な
い
か
、
兵
庫
県
環
境
審
議
会
に
諮
問
し
て
い
る

と
こ
ろ
。
豊
か
な
海
へ
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
同
連
絡
協
議
会 

幹
事
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

田
沼
政

男 

会
長
か
ら
、
要
望
書
の
内
容
に
つ
い
て
、「
１
つ
め
は
、

藻
場
や
砂
浜
な
ど
生
物
の
棲
み
か
が
沢
山
必
要
で
あ
り
計

画
的
な
実
行
を
し
て
ほ
し
い
。
２
つ
め
は
、
瀬
戸
法
の
附

則
の
“
栄
養
塩
の
減
少
と
水
産
資
源
へ
の
影
響
や
適
切
な

管
理
の
調
査
研
究
”
を
施
行
後
５
年
ま
で
に
必
ず
示
し
て

ほ
し
い
。
３
つ
め
に
、
沖
は
生
物
が
湧
き
に
く
い
貧
栄
養

の
状
態
に
な
っ
て
い
る
一
方
で
見
た
目
は
か
な
り
き
れ
い

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
海
の
汚
れ
を
表
す
Ｃ
Ｏ
Ｄ
環
境
基

準
は
ず
っ
と
横
這
い
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
豊
か
な
海
に
し

よ
う
と
い
う
中
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
環
境
基
準
が
適
切
な
の
か
検
討

し
て
ほ
し
い
。」
と
説
明
し
、「
ア
サ
リ
の
獲
れ
る
、
市
民

で
潮
干
狩
り
が
で
き
る
海
を
目
指
し
て
頂
き
た
い
。」
と

発
言
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
和
歌
山・大
阪・岡
山・香
川・

大
分
の
各
漁
協
・
漁
連

の
代
表
者
５
名
よ
り
、

「
水
産
資
源
が
減
少
す

る
中
、
漁
業
者
が
一
日

で
も
早
く
海
が
豊
か
な

実
感
で
き
る
対
策
を
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。」

と
切
実
な
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
意
見
交
換

で
は
、
礒
崎
陽
輔 

参

議
院
議
員
、
松
本
剛

明 

衆
議
院
議
員
、
盛

山
正
仁 

衆
議
院
議
員

よ
り
、「（
瀬
戸
法
の
附

則
の
調
査
研
究
に
つ
い

て
）
漁
業
者
は
生
活
が

懸
か
っ
て
い
る
。
役
所

の
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
い

た
ら
ダ
メ
。
１
年
前
倒

し
。」「
科
学
的
に
解
明

が
１
０
０
％
終
わ
っ

て
か
ら
対
策
に
取
り
掛

か
っ
て
は
と
て
も
間
に
合
わ
な
い
。」「
各
省
庁
連
携
し
て
早
い
ス
ピ
ー
ド

で
や
る
。
ど
う
す
れ
ば
改
善
で
き
る
の
か
、
途
中
経
過
で
行
っ
た
り
来
た

り
す
れ
ば
い
い
。」
と
非
常
に
心
強
い
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
最
終
的
に
、

末
松
事
務
局
長
か
ら
環
境
省
に
対
し
て「
前
倒
し
と
考
え
て
よ
ろ
し
い
か
。

水
質
の
考
え
方
に
生
物
の
生
産
性
・
多
様
性
の
視
点
は
絶
対
必
要
。
こ
こ

は
待
っ
た
な
し
と
い
う
判
断
で
。
結
果
は
ま
た
近
く
改
め
て
示
し
て
頂
き

た
い
。」
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
紙
を
読
ま
れ
た
方
か
ら
も
瀬
戸
内
海
関
係
再
生
議
員
連
盟
の
関
係
議

員
の
先
生
へ
“
豊
か
な
海
に
向
け
た
応
援
”を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎ 

兵
庫
県（
近
畿
を
含
む
）に
関
係
す
る
国
会
議
員
の
出
席
者
は
次
の
通
り
。

末
松
信
介
、
盛
山
正
仁
、
赤
羽
一
嘉
、
関　
芳
弘
、
谷　
公
一
、
大
串

正
樹
、
山
田
賢
司
、
西
村
康
稔
、
松
本
剛
明
、
濱
村　
進
、
伊
藤
孝
江
、

清
水
貴
之
、
渡
海
紀
三
朗
（
代
理
） 

　
※
順
不
同
、
敬
称
略　

 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 
指
導
部
） 瀬戸内海関係漁連・漁協連絡会議から塩崎恭久 会長へ要望書の手渡し

挨拶を行う井上会長

　
１
月
15
日
（
月
）、
一
般
社
団
法
人
播
磨
漁
友
会
（
井

上 

仁
会
長
：
Ｊ
Ｆ
岩
見
）
の
臨
時
総
会
が
姫
路
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
は
毎
年
こ
の
時
期
に

臨
時
総
会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
会
員
の
播
磨
地
区

16
漁
協
の
組
合
長
と
来
賓
の
行
政
、
系
統
団
体
の
関
係
者

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
井
上
会
長
は
、
新
年
の
祝
意
を
述
べ
た

あ
と
、「
今
年
は
、海
苔・牡
蠣
も
順
調
に
行
わ
れ
て
い
る
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
義
務
化
さ
れ
る
の
で
、
き
っ
ち

り
着
用
し
安
全
操
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
来
賓
出
席
者
を
代
表
し

て
兵
庫
県
水
産
課 

髙
木 

英
男
課
長
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

田

沼 

政
男
会
長
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
井
上
会
長
が
議
長
と
な
り
当
該
年
度
補
正

予
算
案
及
び
次
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
、
会
費
案

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
３
議
案
は
総
て
全
会
一
致
で
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

瀬戸内海関係再生議員連盟 総会

（一社）播磨漁友会臨時総会 開催
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
「
山
田
記
念
賞
」
は
、
永
年
に
わ
た
り
大
き
な
夢
と
希
望

を
抱
い
て
本
県
水
産
業
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
故
山
田
岸
松

氏
を
偲
び
、
そ
の
ご
功
績
を
記
念
す
る
た
め
平
成
３
年
に
創

設
さ
れ
た
も
の
で
、
水
産
業
の
経
営
、
技
術
に
優
れ
、
多
年

に
わ
た
り
本
県
水
産
業
の
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
賞
で
、
今
回
で
21
回
目
と
な
り

ま
す
。

　
今
年
も
（
一
財
）
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
（
東
根 

壽
理

事
長
）
主
催
に
よ
る
同
賞
表
彰
式
お
よ
び
祝
賀
会
が
２
月
６

日
（
火
） 

神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
県
・
漁
協

等
の
関
係
者
ら
75
名
が
出
席
し
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
受
賞
者
は
、
濱
野 

展
弥
様
（
Ｊ
Ｆ
家
島
）、
播
磨 

孝
次
様
（
Ｊ
Ｆ
五
色
町
）、
濵
本 

晋
一
様
（
Ｊ
Ｆ
但
馬
）
の

３
名
で
、
当
基
金 

井
戸 

敏
三
会
長
（
兵
庫
県
知
事
）
が
受

賞
者
・
団
体
へ
そ
れ
ぞ
れ
「
天
与
」
と
命
名
さ
れ
た
「
男
女

漁
業
者
立
像
」
レ
リ
ー
フ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
東
根 

壽
理

事
長
が
主
催
者
挨
拶
を
さ
れ
た
あ
と
、
兵
庫
県 

井
戸 

敏
三

知
事
は
「
本
日
受
賞
さ
れ
た
３
名
の
方
は
、
先
達
と
し
て
こ

れ
ま
で
の
体
験
や
培
っ
た
技
術
を
伝
え
て
も
ら
い
た
い
」
と

挨
拶
を
さ
れ
「
〜
荒
海
（
あ
ら
う
み
）
を　
も
の
と
も
せ
ず

に　
漁
人（
す
な
ど
り
）が　
瀬
戸
内
日
本
海
と
活
躍
す
〜
」

と
し
た
短
歌
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
濵
本
様
か
ら
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
輪
田
塾

13
期
生
４
名
の
紹
介
さ
れ
、今
後
の
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
福
田 

一
義
副
理
事
長
（
Ｊ
Ｆ
神
戸
市
）
の
開
宴
挨
拶
に

始
ま
っ
た
祝
賀
会
で
は
、
大
輪
田
塾
13
期
生
４
名
も
紹
介

さ
れ
、
今
後

の
抱
負
を
語

ら
れ
ま
し

た
。
参
会
者

一
同
、
受
賞

者
の
栄
誉
を

お
祝
い
し
、

終
始
華
や
か

な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
る
な

か
、
Ｊ
Ｆ
な

ぎ
さ
信
漁
連 

中
川 

照
央

委
員
長
が
万

歳
三
唱
を
行

い
、
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

第21回 「山田記念賞」表彰式・祝賀会 開催
　～本県水産業の発展に貢献された３名が受賞～

左から、東根理事長、田沼会長、濱野展弥様、播磨孝次様、濵本晋一様、濵本裕子様、井戸知事

大輪田塾13期生  左から、岡田京大（ＪＦ坊勢）、布施達也（ＪＦ神戸市）、
土井祐介（ＪＦ明石浦）、吉岡力男（ＪＦ但馬）



5 拓水736号（2018年２月）

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
が
姫
路
市
白
浜
町
の
妻
鹿

漁
港
に
建
設
を
進
め
て
き
た
、「
兵
庫
県
の

り
加
工
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
１
月
13
日

（
土
）
に
関
係
者
へ
施
設
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
場
所
を
姫
路
駅
前
の
ホ
テ
ル
に

移
し
、
竣
工
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

田
沼 

政

男
会
長
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
完
成
に
携
わ
ら
れ

た
関
係
者
、県
下
Ｊ
Ｆ・

系
統
団
体
、
ノ
リ
入
札

指
定
商
社
へ
の
謝
辞
と

「
兵
庫
県
の
主
幹
漁
業

の
一
つ
で
あ
る
「
兵
庫

の
り
」
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ

の
た
め
努
力
す
る
」
と

挨
拶
が
あ
り
、
田
沼
会

長
か
ら
、
設
計
・
建
設

の
各
担
当
会
社
へ
感
謝

状
と
記
念
品
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
兵
庫
県

農
政
環
境
部 

藤
澤 

崇

夫 

部
長
、
兵
庫
県
の

り
入
札
商
組
合 
松
谷 

晃 

理
事
長
よ
り
祝
辞

の
お
言
葉
を
い
た
だ
い

た
後
、
来
賓
に
よ
る
鏡

開
き
が
行
わ
れ
、
小

浅
商
事
株
式
会
社 

白

羽 

一 

代
表
取
締
役
社

長
の
乾
杯
で
祝
宴
に
入

り
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

東
根 

壽 

副
会
長
の
挨

拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
の
り
加
工
セ
ン
タ
ー
が
「
兵
庫
の
り
」
の

更
な
る
普
及
と
、「
安
心
・
安
全
」
な
製
品

づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

の
り
加
工
場
竣
工

連続式のばし火入機味付けライン

ＪＦ兵庫漁連 のり加工センター外観

≪概要≫

敷　　地：地番／姫路市白浜町字万代新開甲912－8

面　　積：1668.78㎡（504.81坪）

建　　物：構造／鉄骨造 平屋建て
　　　　　延面積 991.9㎡

竣　　工：平成30年１月12日

設計監理：株式会社都市・建設設計事務所 アイタック

施　　工：ヒメゴー建設株式会社
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
（
一
社
）
淡
路
水
交
会
（
東
根 

壽
会
長
）

主
催
に
よ
る
淡
路
の
り
品
評
会
が
、
２
月

２
日
（
金
） 

淡
路
水
産
セ
ン
タ
ー
（
洲

本
市
）
で
行
わ
れ
、
報
道
陣
が
集
ま
る
な

か
優
秀
品
24
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
42
回

目
と
な
る
こ
の
会
は
、
生
産
者
の
意
識
の

向
上
と
生
産
技
術
の
研
鑽
を
図
る
目
的
で

毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
12
月
上
旬
か
ら

1
月
上
旬
ま
で
に
淡
路
島
内
で
生
産
さ
れ

た
乾
の
り
に
つ
い
て
審
査
を
行
う
も
の
で

す
。

　
系
統
団
体
・
県
洲
本
農
林
水
産
振
興
事

務
所
の
関
係
者
ら
10
名
の
審
査
員
が
、
応

募
の
あ
っ
た
78
点
の
中
か
ら
第
一
次
審
査

で
選
ば
れ
た
50
点
を
対

象
に
、
色
・
艶
・
味
な

ど
を
基
準
に
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
は
、

例
年
よ
り
良
い
出
来
栄

え
の
ノ
リ
が
出
揃
っ
た

た
め
、
会
場
で
は
審
査

員
ら
が
頭
を
悩
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
選
ば

れ
た
優
秀
品
24
点
は
次

の
と
お
り
で
、
最
上
位

の
兵
庫
県
知
事
賞
は
小

三
水
産（
Ｊ
Ｆ
一
宮
町
）

が
受
賞
し
ま
し
た
。（
別

表
参
照
）

　
な
お
、今
回
も
出
品
さ

れ
た
ノ
リ
は
す
べ
て
味

付
け
加
工
し
て
、福
祉
施

設
等
に
無
料
配
布
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

			第42回		淡路のり品評会審査結果表 （敬称略）
賞	の	区	分 漁協名 経営体名 代表者名 賞	の	区	分	 漁協名 経営体名 代表者名

兵 庫 県 知 事 賞 一宮町 小三水産 磯部　富造
兵 庫 県 漁 業 共 済 組 合 長 賞

一宮町江井 魚住水産 魚住　　修
兵 庫 県 議 会 議 長 賞 育波浦 柳川水産 柳川　高広 一宮町 上容水産 上田　純正
兵 庫 県 淡 路 県 民 局 長 賞 育波浦 桑名水産 桑名　幸充 浅野浦 河野水産 河野　譲市
兵庫県漁業協同組合連合会長賞 浅野浦 森 水 産 森　　行啓

兵庫県ＪＦ共済推進本部長賞
一宮町江井  水 産 東條　孝彦

兵庫県立農林水産技術総合センター所長賞 湊 三共水産 山形和三郎 富　島 瀬戸内水産 西條　利幸
兵庫県淡路県民局洲本農林水産振興事務所長賞 一宮町江井 河野水産 河野　崇起 一宮町江井 ◯大  水 産 大塚　智数

島 内 市 長 賞
洲本市長賞 五色町 大橋水産 大橋　盛夫

日 本 漁 船 保 険 組 合
兵庫県内海支所運営委員長賞

室津浦 栄福水産 漣　　勝也
淡路市長賞 一宮町江井 塩田水産 塩田　真規 森 丸金水産 森　　義政
南あわじ市長賞 南　淡 北西水産 北本　　勉 富　島 福吉水産 西條　和明

なぎさ信用漁業協同組合連合会
兵 庫 県 運 営 委 員 長 賞

育波浦 柿本水産 柿本　幸久
一般社団法人淡路水交会長賞

五色町 鯛中水産 鯛中　秀樹
森 源吉水産 岡田　桂昌 森 音蔵水産 森　　祐三

育波浦 内海水産 内海　春樹 一宮町 丸石水産 石上　敏弘

第
42
回 

淡
路
の
り
品
評
会 

開
催
!!

　

～
優
秀
品
24
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
～

兵庫県知事賞を受賞したノリどのノリも品質は良く、難しい審査に
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南
あ
わ
じ
市
周
辺
の
海
で
獲
れ
た
新
鮮

な
水
産
物
を
味
わ
う
「
南
あ
わ
じ
市
水
産

祭
り
」
が
１
月
28
日
（
日
）
同
市
の
福
良

漁
港
で
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
市
内
の
５
Ｊ
Ｆ
で
つ

く
る
南
あ
わ
じ
市
水
交
会
と
同
市
水
産
振

興
課
が
協
力
し
、
地
域
住
民
に
地
元
の
魚

の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
平
成

17
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
毎
年
５
Ｊ
Ｆ

の
持
ち
回
り
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
新

ワ
カ
メ
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
・
タ
チ
ウ
オ
の

天
ぷ
ら
・
イ
カ
の
天
ぷ
ら
・
フ
グ
の
刺
身

な
ど
、
各
漁
協
が
自
慢
の
産
物
を
提
供
す

る
振
る
舞
い
コ
ー
ナ
ー
に
は
長
い
行
列
が

続
き
、
準
備
さ
れ
た
品
は
無
く
な
り
ま
し

た
。

　
会
場
で
は
、
豊
漁
・
海
上
安
全
祈
願
神

事
、
稚
魚
放
流
、
紅
白
餅
ま
き
な
ど
が
行

わ
れ
、大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
１
月
15
日
（
月
）、
淡
路
島
の

豊
作
豊
漁
を
祈
願
し
、
農
林
水
産

業
の
振
興
を
目
的
と
し
た
淡
路
農

林
水
産
祭
が
淡
路
市
多
賀
の
伊
弉

諾
神
宮
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
今
年
一
年
の
豊
作

と
豊
漁
を
祈
願
す
る
「
農
林
水
産

物
豊
穣
豊
漁
祈
願
祭
」
が
系
統
団

体
や
行
政
機
関
の
代
表
者
等
が
参

列
す
る
な
か
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
引
き
続
き
行
わ
れ
た

式
典
で
は
農
林
水
産
功
労
者
と
し

て
、
資
源
増
大
事
業
や
市
内
水
産

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
北
濵 

紀
義

氏
（
Ｊ
Ｆ
湊
）、
漁
協
合
併
や
市
場
統
合
に
尽
力

さ
れ
た
坂 

賢
治
氏
（
Ｊ
Ｆ
津
名
）、
ワ
カ
メ
種
苗

の
自
家
採
苗
技
術
の
確
立
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
亀

井 

一
明
氏
（
Ｊ
Ｆ
南
あ
わ
じ
）
の
３
名
や
農
業

関
係
の
功
労
者
計
12
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
農

林
水
産
物
等
コ
ン
ク
ー
ル
水
産
加
工
品
（
の
り
）

の
部
で
は
、
Ｊ
Ｆ
育
波
浦 

桑
名
水
産
に
知
事
賞

（
金
賞
）、
Ｊ
Ｆ
森 

大
草
水
産
に
議
長
賞
（
金
賞
）

が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
島

内
各
地
で
生

産
さ
れ
た
農
林

水
産
物
の
販

売
・
展
示
が
行

わ
れ
、（
一
社
）

淡
路
水
交
会
は

ハ
モ
、
ア
ナ
ゴ

な
ど
の
天
ぷ
ら

や
、
ノ
リ
、
ヒ

ジ
キ
な
ど
の
水

産
加
工
品
を
販

売
し
た
ほ
か
、

淡
路
地
区
農
漁

村
女
性
組
織
連

絡
会
は
毎
年
恒

例
の
淡
路
の
伝

統
料
理
「
ち
ょ

ぼ
汁
」
を
振
る

舞
い
、
来
場
者

が
長
い
行
列
を

作
る
な
ど
会
場

内
は
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
し

た
。

南
あ
わ
じ
市
水
産
祭
り

　

～
地
元
の
魚
を
Ｐ
Ｒ
～

第55回 淡路農林水産祭 開催！
　～寒空のなか大勢の人で賑わう～

【当日、表彰を受けられた方】（敬称略）
氏　　名 所　属

農林水産功労賞 北濵　紀義 ＪＦ湊
坂　　賢治 ＪＦ津名

農林水産功労賞（広域） 亀井　一明 ＪＦ南あわじ
金賞（知事賞） 桑名水産（桑名　幸充） ＪＦ育波浦
金賞（議長賞） 大草水産（大草　義美） ＪＦ森

稚魚放流の様子

賑わう会場
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
１
月
20
日
（
土
）、
明
石
市
二
見
町
東

二
見
の
新
池
で
、
栄
養
分
放
流
の
た
め
の

泥
の
か
き
出
し
と
た
め
池
の
水
質
浄
化
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
同
時
に
行
う
「
か
い
ぼ

り
」
が
行
わ
れ
、
明
石
市
漁
業
組
合
連
合

会
や
農
業
関
係
者
、
県
、
市
職
員
な
ど
約

50
名
が
参
加
し
ま
し
た
（
主
催
：
東
二
見

た
め
池
協
議
会 

安
井 

匡
敏 

会
長
）。

　
か
い
ぼ
り
は
古
く
か
ら
播
磨
地
域
を
は

じ
め
淡
路
島
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

近
年
は
た
め
池
管
理
者
の
高
齢
化
や
人
手

不
足
等
で
そ
の
頻
度
も
落
ち
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
農
業
者
・
漁
業
者
・
地
域
住
民
な

ど
様
々
な
分
野
の
人
が
“
里
・
海
協
同
活

動
”
し
て
「
か
い
ぼ
り
」
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
消
防
用
ポ
ン
プ
の
水
圧
を
利
用
し
、
池

底
の
泥
を
か
き
混
ぜ
な
が
ら
作
業
を
行

い
、
通
常
の
水
路
か
ら
の
放
流
の
他
に
排

水
用
ポ
ン
プ
も
導
入
し
、
よ
り
多
く
の
栄

養
豊
富
な
泥
水
が
川
へ
放
流
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
活
動
を
通
じ
、
多
く
の
人
々
に
海

や
漁
業
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
、
豊

か
な
海
の
再
生
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

里･

海
協
同
活
動 

～
明
石
市 

か
い
ぼ
り
～

　
国
土
交
通
省
神
戸
運
輸
監

理
部
、
独
立
行
政
法
人
海
技

教
育
機
構 

海
技
大
学
校（
芦

屋
市
）
が
主
催
す
る
安
全
運

航
講
習
会
は
、
平
成
22
年
か

ら
毎
年
、
イ
カ
ナ
ゴ
漁
期
前

の
こ
の
時
期
に
安
全
運
航
の

意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
回

目
と
な
る
今
年
は
、
１
月
23

日
（
火
）
同
大
学
校
内
で
開

催
さ
れ
、
明
石
海
峡
付
近
で

操
業
す
る
Ｊ
Ｆ
組
合
員
、
職

員
を
は
じ
め
系
統
団
体
か
ら

参
加
し
た
約
20
名
は
、
海
難

事
例
の
解
説
、Ｃ
Ｐ
Ｒ（
心
肺

蘇
生
法
）の
講
習
、大
型
船
の

動
力
性
能
体
験
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　
最
初
に
行
わ
れ
た
同
校 

岩
瀬 
潔
教
授
の
講
演
「
最

近
の
小
型
漁
船
の
海
難
事
例
か
ら
」
で
は
、

実
際
に
起
こ
っ
た
事
故
事
例
の
解
説
や
２
月

か
ら
義
務
化
さ
れ
る
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着

用
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｃ
Ｐ
Ｒ
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
を
学
ぶ
「
救
急

救
命
講
習
」
で
は
、
同
校 

山
本 

一
誠
教
授

か
ら
、
一
時
救
命
処
置
の
重
要
性
や
処
置
の

流
れ
の
解
説
に
加
え
、
手
順
に
つ
い
て
実
演

を
行
い
ま
し
た
。

　
大
型
船
ブ
リ
ッ
ジ
を
忠
実
に
再
現
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
講
習
で
は
、
参
加
者
が
順
番

に
舵
を
持
ち
、
神
戸
沖
か
ら
明
石
海
峡
大
橋

を
通
過
す
る
ま
で
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

途
中
、
前
を
横
切
る
漁
船
が
船
の
前
方
で
死

角
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
大
型
船
・
漁
船
の

双
方
の
視
点
に
画
面
を
切
り
替
え
て
距
離
感

の
違
い
も
体
験
し
、
大
型
船
側
か
ら
見
た
光

景
と
の
差
に
驚
い
た
よ
う
で
漁
業
者
か
ら
は

「
こ
の
く
ら
い
の
距
離
ま
で
接
近
す
る
こ
と

は
あ
る
。
大
型
船
は
周
り
が
見
え
に
く
く
曲

が
ら
な
い
事
が
わ
か
っ
た
。
明
日
か
ら
は
こ

ち
ら
か
ら
避
け
る
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

大型船シミュレーター研修を実施
　～漁業者らが参加し、海技大学校で開催～

救命救急講習

シミュレーター体験を行う参加者
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平成30年度 兵庫県漁村子弟育英生募集!!�

（一財）兵庫県水産振興基金
　兵庫県水産振興基金では平成30年度育英生を次のとおり募集します。

１　応募資格
　①�　県下の漁業協同組合又は水産系統団体に所属する組合員又は職員の「子弟」及び「遺族」であ
り、高校又は大学等に在学（入学予定を含む）し、所属漁協・団体の長が育英生として適当と認
めた方

　②�　ただし、日本学生支援機構等から奨学金を受けている方は、本基金の育英生になることができ
ません。

２　貸与金の額

学　　　　別 貸与月額

大　学　生 30,000円

高校生
通学生 20,000円

寄宿生 25,000円

３　申込方法
　　所属漁協を通じて「漁村子弟育英生申出票」、「貸与申込書及び添付書類」を提出してください。

提出期日
漁村子弟育英生申出票 平成30年３月30日（金）

貸与申込書及び添付書類 平成30年４月27日（金）

４　育英生の採用決定
　　本基金選考基準により審査のうえ採否を決定し、６月中旬頃に所属漁協を通じて連絡します。

５　育英資金の貸与方法
　　所属漁協を通じて、前期分・後期分をまとめてそれぞれ４月・10月に貸与します。
　　（ただし、初年度前期分は７月に貸与）

６　貸与金の返還方法
　①�　貸与金は無利息とし、貸与期間終了（卒業）後、１年間据え置き２年目から返還していただき
ます。

　②　返還期間は、貸与金額に応じて返還開始から５～10年間です。

７　その他
　漁船海難遺児に対しては、本基金の事業とは別に、兵庫県漁業協同組合連合会が事務局となって
取り扱っている有利な育英制度がありますのでご留意ください。

兵庫県姫路総合庁舎改修工事に伴う事務所仮移転のお知らせ
　兵庫県姫路総合庁舎の改修工事に伴い、姫路農林水産振興事務所が仮庁舎へ移転します。

　　　　移　転　先：姫路市東延末３－12  姫路白鷺ビル５階

　　　　　　　　※電話番号、ＦＡＸ番号の変更なし。

　　業務開始日：平成30年２月19日（月）（詳細は次号にてお知らせします。）
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『
救
え
る
命
は
必
ず
救
い
た
い
！
』

　
操
業
中
の
漁
船
か
ら
の
海
中
転
落
者
を
い

ち
早
く
救
助
す
る
こ
と
は
、予
想
外
に
難
し
く
、

漁
業
者
に
と
っ
て
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
、
但
馬
地
方
で
は

試
行
的
に
救
命
浮
環
を
増
設
し
た
底
引
き
網

漁
船
が
出
現
す
る
な
か
、
こ
の
た
び
香
住
海

上
保
安
署
に
よ
る
簡
易
救
助
器
具
の
説
明
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
18
日
に
香
住
漁
港
西
港
の
但
馬
漁
協

本
所
前
で
船
主
、
漁
協
職
員
ら
約
80
名
が
、

２
月
１
日
に
は
浜
坂
漁
港
の
浜
坂
漁
協
本
所

前
で
約
50
名
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
作
成

経
緯
、
作
り
方
の
説
明
と
実
際
に
投
て
き
実

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
非
常
投
浮
は
、
宮
城
県
気
仙
沼
を
基

地
と
す
る 

さ
ん
ま
棒
受
け
網
漁
船 

第
十
一

光
洋
丸 

の
漁
労
長
を
務
め
る 
千
葉
茂
喜
氏

が
考
案
し
た
も
の
で
、釧
路
漁
港
（
北
海
道
）

に
入
港
し
た
際
に
訪
ね
て
き
た
海
上
保
安
官

に
対
し
て
同
氏
が
普
及
を
依
頼
し
た
こ
と
に

端
を
発
し
、そ
の
後
、八
戸
海
上
保
安
部
（
青

森
県
）
が
普
及
活
動
を
開
始
し
て
い
る
こ
と

が
、
同
じ
く
転
落
者
救
助
に
か
か
る
海
難
防

止
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
香
住
海
上
保
安

署
（
兵
庫
県
）
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
早
速
但
馬
地
域
の
漁
業
関
係
者

を
対
象
に
し
た
説
明
会
と
実
演
展
示
が
行
わ

れ
た
も
の
で
、
参
加
者
は
興
味
深
く
説
明
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
非
常
投
浮
は
、
漁
業
で
使
用
し
て
い
る
浮

子
（
ア
バ
）
と
７
ミ
リ
程
度
の
細
い
ロ
ー
プ

だ
け
で
簡
単
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
安

価
で
あ
り
、
ま
た
、
救
命
浮
環
の
飛
距
離
が

せ
い
ぜ
い
５
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、

20
〜
30
メ
ー
ト
ル
先
ま
で
飛
ば
す
こ
と
が
で

き
る
こ
と
が
利
点
で
、
行
き
脚
が
あ
る
漁
船

か
ら
の
転
落
者
救
助
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と

が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
日
の
説
明
会
に
お
い
て
は
、
海
上
保
安

官
に
よ
る
投
て
き
実
演
の
あ
と
、
漁
業
関
係

者
は
じ
め
、
兵
庫
県
但
馬
水
産
事
務
所
、
救

助
機
関
で
あ
る
消
防
、
警
察
職
員
も
実
際
に

「
非
常
投
浮
」を
投
げ
て
み
て
、そ
れ
ぞ
れ「
救

命
浮
環
」
と
の
違
い
な
ど
を
体
験
し
て
い
ま

し
た
。

　
実
際
に
投
て
き
体
験
を
し
た
船
主
ら
か
ら

は
、「
こ
う
い
う
の
が
欲
し
か
っ
た
。
早
速

作
っ
て
漁
船
に
備
え
て
お
く
。
救
え
る
命
が

増
え
る
と
思
う
。」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
早
速
基
地
岸
壁
な
ど
に
備
え
置
く
計
画
が

浮
上
し
て
い
る
漁
協
支
所
が
あ
る
な
ど
、
今

後
順
調
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

（
文
：
香
住
海
上
保
安
署
）

『非常投浮』と名付けられた簡易救助器具

非
常
投
浮（
簡
易
救
助
器
具
）の

 

説
明
会
開
か
れ
る
（
但
馬
）

ＪＦ但馬職員の投てき

浜坂漁協

浜坂組合員の投てき 但馬漁協
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海上保安本部交通部
航行安全課からのお知らせ大津波警報・津波警報発表時の船舶交通の規制について



12拓水736号（2018年２月）



13 拓水736号（2018年２月）

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　１月６日（土）、兵庫県民会館において「新春トッ

プセミナー・賀詞交換会」を開催しました。兵庫

県から５人の方々をお迎えし、会員生協・団体の

役員と職員、共栄火災海上保険株式会社をはじめ、

44人の方々にご参加いただきました。

　新春トップセミナーでは、木田 克也 会長理事

の開会挨拶に続き、兵庫県知事 井戸 敏三様から

ご挨拶をいただきました。その後、奈良女子大学 

生活環境学部生活文化学科 専任講師 青木 美紗

氏から「協同組合の役割と今後の展望」について

ご講演いただきました。「一昨年ユネスコ文化遺

産登録された協同組合は、市民による生活を追求

する組織であり、食糧・環境・エネルギー・つな

がりなど現代のあらゆる社会問題を解決できる可

能性を持っている、役員、職員がその価値や役割

を語り、説明できることが大切」と話され、会場

の参加者は熱心に聴き入りました。

　その後、開催された賀詞交換会には、兵庫県の

消費者行政のご担当の方々にもご参加いただきま

した。木田 克也会長理事の挨拶に続き、ご来賓

を代表して兵庫県政策創生部長 山口 最丈様のご

挨拶と乾杯のご発声で和やかに会がスタート。日

頃からお世話になっている行政の皆様と会員生協・

団体の皆様、それぞれに賀詞交換を通じて交流を

深めました。

 ＪＡグループ兵庫

　ＪＡ兵庫中央会は、女性営農指導員の機能発揮
ならびに活性化を目的に、「ＪＡ女性営農指導員
によるプロジェクト検討会」を28年度から開催し、
ＪＡみのり、ＪＡ兵庫南、ＪＡ兵庫西、ＪＡハリマ、
ＪＡたじま、ＪＡあわじ島の女性営農指導員12人
が参加している。
　検討会の中で、モチベーションアップと機能性
の向上につなげるためのユニフォーム作成の提案
が出たことをきっかけに、ＪＡ全農兵庫の協力の
もと、昨年10月に統一ユニフォームを作成した。
昨年末には、ユニフォームを着用し「イオン神戸南」
で特産品をPRする「兵庫県産フェア」を開催した。
試食コーナーの設置やレシピ等の配布で、６ＪＡ
の特産品23品目をPRした。
　また、２月には、本県と同じく女性営農指導員
のプロジェクト活動を行っている広島県と、交流
および相互研鑽を目的とした意見交換会を、ＪＡ
兵庫南の６次産業化拠点「にじいろふぁ～みん」
で実施した。広島県の６ＪＡ等７人、兵庫県の６ 
ＪＡ12人の計19人の女性営農指導員が参加した。
当日は、施設内の視察を行った後、各県の取り組
み内容をはじめ、直売所の品揃え対策や６次産業
化等について活発な意見交換を行った。また、今
後の両県の連携についても、前向きな提案が複
数出された。参加者からは、「今回の意見交換で、
抱えている課題や取り組むべき方向性は同じだと
分かった。これをきっかけに、ぜひ両県の交流を
継続し、共に取り組みを模索していきたい」との
声が上がった。

ＪＡ女性営農指導員によるプロジェクト

統一ユニフォーム作成や
他県との意見交換会を実施

新年の決意新たに
「新春トップセミナー・ 

 賀詞交換会」を開催

広島県の女性営農指導員との交流 新春トップセミナー



◆
漢
字
の
成
り
立
ち
を
知
る
と
、
意
外
に
怖
い
意
味
を
秘
め
た
字
が
多
い
の

に
驚
か
さ
れ
る
。「
道
」と
い
う
字
に
、
異
族
の
人
の
首
を
刎
ね
て
、
そ
れ
を
手

に
持
っ
て
進
む
意
味
が
あ
り
、
首
が
敵
地
の
悪
霊
を
祓
っ
て
く
れ
る
呪
具
に

な
っ
た
と
あ
る
。「
取
」は
戦
場
で
倒
し
た
敵
か
ら
耳
を
切
り
取
る
意
だ
と
い

う
。「
羊
」が
古
代
中
国
の
神
事
で
は
重
要
な
動
物
だ
っ
た
た
め
、「
義
」は
羊
を

鋸
で
挽
い
て
儀
式
に
供
え
た
形
。
犠
の
旧
字
「
犧
」に
切
ら
れ
た
羊
の
足
を
表

わ
す
部
分
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
意
味
を
理
解
し
つ
つ
漢
字
に
親
し
む
と
、

体
系
的
な
繋
が
り
も
理
解
し
易
く
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
感
じ
で
怖
い
漢
字
に

も
親
し
み
が
湧
く
。

◆
辛
（
シ
ン
）は
、
入
れ
墨
を
す
る
時
の
墨
溜
め
が
あ
る
針
を
表
し
、
刑
罰
の

た
め
に
此
れ
を
取
り
込
ん
だ
字
が
多
い
。「
童
」は
罪
を
犯
し
た
男
の
、
目
の
上

に
入
れ
墨
を
す
る
形
を
表
す
。
犯
罪
者
は
、
髪
を
短
く
カ
ッ
ト
し
子
供
と
同
じ

形
だ
か
ら
《
わ
ら
べ
》の
意
に
な
る
。
童
謡
と
は
奴
隷
人
の
作
業
歌
で
、
本
来

は
呪
い
を
秘
め
た
怖
い
歌
な
の
だ
。「
妾
」は
女
性
が
罰
を
受
け
、
入
れ
墨
し
た

形
だ
と
い
う
。
究
極
の
怖
い
字
は
「
県
」の
旧
字
「
縣
」だ
。
行
き
倒
れ
た
死
者

の
怨
霊
を
鎮
め
る
た
め
、
首
を
逆
さ
ま
に
紐
で
吊
る
し
た
形
で
カ
ケ
ル
と
い

う
意
に
な
る
。
の
ち
に
縣
が
行
政
の
意
味
で
使
わ
れ
、
カ
ケ
ル
意
に
は
「
懸
」

が
作
ら
れ
た
。

◆
古
代
文
字
「
文
」は
、
人
の
正
面
形
の
胸
に
あ
た
る
所
に
「
×
」や
「
Ｖ
」を
描

い
た
、
文
身
（
入
れ
墨
）を
意
味
し
て
い
る
。
文
身
に
は
二
通
り
あ
り
、
刑
罰
の

針
で
傷
を
つ
け
る
入
れ
墨
と
、
儀
礼
的
な
目
的
で
朱
を
使
っ
て
一
時
的
に
手

描
き
し
、
外
部
か
ら
の
邪
霊
を
防
ぐ
お
守
り
と
し
た
形
が
あ
る
。「
産
」の
旧
字

は
、
文
・
厂
・
生
か
ら
成
っ
て
お
り
、
生
ま
れ
た
子
供
を
悪
霊
か
ら

守
る
た
め
、額
に
文
字
を
書
い
た
事
を
表
し
て
い
る
。「
彦
」も「
顔
」

も
旧
字
に
は
文
が
使
わ
れ
、
元
服
や
成
人
と
し
て
儀
礼
的
に
美
し

く
文
身
を
描
い
た
事
が
判
る
の
で
あ
る
。
旧
漢
字
に
ム
ダ
は
全
く

無
い
。
今
、
普
通
に
使
う
「
常
用
漢
字
」は
省
略
し
た
り
形
を
変
え

て
あ
る
が
、
意
図
不
明
の
行
為
で
大
い
に
間
違
っ
た
施
策
と
思
え

て
来
る
。

◆
「
犬
」も
神
の
生
け
贄
に
捧
げ
ら
れ
た
動
物
で
、「
獄
」は
言
の
両

側
に
犬
二
匹
を
表
わ
し
、
被
告
と
原
告
が
提
出
し
た
犠
牲
犬
に
よ

り
裁
き
を
受
け
る
形
だ
そ
う
だ
。
牢
獄
の
意
は
後
で
出
来
た
ら
し

い
。
犬
か
ら
「
、」を
省
く
字
が
多
く
な
り
、
常
用
漢
字
で
は
原
義
が

判
ら
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
戻
・
突
・
器
、
全
て
が
犬
を
殺
害
し
悪

霊
を
祓
う
た
め
に
埋
め
た
形
を
と
る
怖
い
漢
字
と
い
え
る
。
戦
後
、

何
の
理
由
か
ら
か
字
形
を
改
定
「
当
用
漢
字
字
体
表
」を
拵
え
た
。

そ
の
た
め
字
義
が
判
り
難
く
な
っ
た
も
の
が
実
に
多
い
。
一
体
誰

の
せ
い
な
の
か
と
強
い
憤
り
さ
え
覚
え
る
。
此
の
稿
は
、
白
川
静
氏

の
偉
大
な
る
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
、
氏
へ
深
い
畏
敬
の
念
を

表
し
、
漢
字
の
楽
し
さ
の
教
え
に
多
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

००
写真と文

༡ํࢠ

ふ
ゆ
ざ
く
ら 

上
郡
に
て

漢字は怖い

「
漁
船
法
に
つ
い
て
」
と

「
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
と
れ
ぴ
ち
活
動
つ
い
て
」

　
１
月
30
日（
火
）に
大
輪
田
塾
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
の「
漁
船
法
に
つ
い
て
」で
は
、兵
庫
県
農
政
環
境
部 

農
林
水

産
課 

米
澤 

孝
康
氏
よ

り
、漁
船
法
の
内
容
や
漁

船
登
録
、総
ト
ン
数
や
登

録
番
号
の
船
体
へ
の
表
示

な
ど
事
例
を
ま
じ
え
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
の「
コ
ー
プ
こ

う
べ
の
と
れ
ぴ
ち
活
動
つ

い
て 

〜
地
魚
の
地
産
地

消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」で

は
、生
活
協
同
組
合
コ
ー

プ
こ
う
べ 

店
舗
商
品
部 

石
川 

優
氏
に
よ
り
、と
れ

ぴ
ち
活
動
の
は
じ
ま
り
と

活
動
内
容
、産
地
交
流
会

と
普
及
活
動
の
事
例
な
ど

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
当
活
動
の
進

捗
状
況
や
新
規
商
品
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
、今
後

の
活
動
に
つ
い
て
も
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
塾
生
か
ら
は
、２
講
義

に
対
し
、
質
疑
や
意
見
、

要
望
が
述
べ
ら
れ
、活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

とれぴち活動についての講義の様子 漁船法の講義の様子
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